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洲
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救
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編
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暮
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は
全
員
次
回
に
蓄
し
な
い
と
防
火
管
二
一
、
消
防
設
備
一
者
襲
-
保
育
園
幼
稚
園
一
で
、
事
故
の
起
り
な
い
よ
つ
に
、
各
関
一
各
自
の
充
分
な
ご
注

文
E
自
方
土
ム

η'要
宗

一

理

者

の

設

置

に

玄

障

を

生

ず

る

-
Eに
別
表
に
該
当
す
る
も
の
詰
防
法
理
一
忠
義
、
申
芸
高
等
学
校
一
係
の
方
寸
川
崎
晴
崎
市
川
崎
十
ー

二

7
f
J
Z
?
y
H
6
3
J
iピ
ハ

一

な

り

ま

す

。

一

令

の

規

定

に

よ

る

基

準

に

奇

所

定

の

一

盛

図

書

舘

一

1

・
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L

[
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1

1

1

-

一

層

火

行

理

者

の

任

務

一

塁

備

を

Pσわ
な
け
れ
ば
な
主
せ
一

2浴
場

一

自

動

「

請

の

か

ふ

j

方

大

洲

市

か

ら

火

災

を

な

く

そ

う

一

語

守

主

と

し

て

次

の

任

務

に

一

ド

一

時

静

諒

一

J
同

一

一

一

日

じ

れ

電

報

わ

局

合
の
消
印
宗
主
ぽ
持
喜
一
が
一
律
に
仔
つ
も
の
で
は
な
ゑ
護
一
も
の

7
、
消
防
計
画
の
毎
①
謀
略
一
凶
器
主
主
集
会
場
一
⑫
工
種
書
一
前
回
守
で
ダ
イ
ヤ
ル
の
廻
し
事
、
市
大
洲
内
子
に
は
百
害
は
あ
り
ま
せ

の
地
レ
」
ι刊
誌
は
の
没
レ
主
以
一
究
員
、
延
命
の
害
警
行
わ
な
別
支
に
渇
げ
る
も
の
の
う
ち
品
場
所
一
口
、
消
火
、
通
費
量
難
の
裂
の
一
軍
ヤ
パ
レ
l
、
カ
フ
エ
ー
、
遊
重
石
自
動
章
、
駐
車
場
一
内
通
話
の
か
け
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
一
ん
。

一
に
し
た
問
題
ま
め
で
あ
り
二
日
一
三
ら
よ
い
も
の
主
主
で
す
。
一
に
出
入

K
勤

務

し

文

は

星

す

る

も

一

憲

一

ダ

ン

ス

ホ

ー

ル

一

⑬

倉

庫

7

主

張

、

今

月

は

市

外

通

話

の

し

か

一

望

の

市

外

喜

0
8
6
3
4

一

書

3
5
2
R一
考
し
て
二
れ
等
の
起
や
稲
妻
一
の
、
数
主
人
宝
の
お
は
防
火
一
ハ
、
官
の
設
備
の
点
重
量
一
@
料
理
局
飲
食
康
一

2
5当
し

な

い

葦

章

一

た

そ

号

室

に

つ

い

て

揺

ら

一

布

告

告

n
3
2

一
議
官
手
大
丈
夫
レ
雪
り
れ
目
立
還
し
な
け
れ
ば
芯
り
な
い
皇
帝
一
筆
者
を
定
め
市
長
に
回
出
量
す
る
一
ニ
、
奈
良
用
又
は
原
扱
に
関
寸
る
一
@
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
吾
妻
室
市
に
関
係
の
な
い
部
一
せ
し
事
。
一
O
自
動
即
時
の
料
金
は
、
再
耐
震
に

一で
d

智

子

。

一

事

ぜ

ら

れ

て

い

る

も

の

は

問

聖

子

一

俗

芸

品

香

港

一

喜

一

農

審

雲

、

下

軍

高

住

宅

一

言

語

し

ま

し

弓

一

束

事

の

し

か

た

(

一

般

の

受

口

)

一

換

算

さ

れ

て

度

経

と

し

て

棄

す

一
こ
れ
-
日
韓
キ
一
滴
し
マ
、
一
M
g
r」
一
川
寝
泊
大
詰
=
一
豆
一
日
ま
す
い
は
必
ず
喜
一
防
火
選
者
に
な
る
た
め
に
は
一
定
の
京
、
言
時
吟
唱
出
直
浅
沼
崎
鷹
曜
内
閣
清
清
津
団
ド
1

1

1

1

一
一
、
手
動
即
時
過
去
受
口
(
八
幡
浜
7
む
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
盟
友
で
あ

一

Zこ
と
は
ね
日
誌
ま
一
し
九
は
れ
ば
す
ま
芝
。
一
語
毒
害
す
る
が
特
定
の
き
一

HH
ま
コ

J
Z
K大
会
一
宮
く
寺
、
数
万
の
露
需
品
一
、
八
奪
回
、
新
谷
、
市
)
一
る
と
か
、
何
回
答
さ
れ
た
か

一
裂
と
す
る
な
Y
裏
話
同
も
あ
η
ま
一
ど
の
よ
う
な
持
に
防
車
言
語
一
除
く
一
般
的
な
資
格
の
取
得
は
県
知
事
一

j
S
て
!
+
f
dノ
4
ノ
メ
ヱ
一
聖
書
量
議
も
埋
め
尺
尽
し
て
一
一

O
八
雲
タ
イ
ヤ
ル
ず
る
と
即
時
係
一
は

-E一
り
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど

一
す
が
法
何
で
定
め
ら
れ
た
以
上
仔
む
と
一
考
占
日
明
叫
J
J
忍

零

」

す

る

か

そ

の

一

の

仔

フ

防

火

営

理

に

関

す

る

成

司

会

め

一

一

一

瞬

の

問

委

世

に

一

杯

の

人

事

曹

三

が

出

ま

ず

か

ら

、

自

分

の

局

名

144専
一
う
し
て
も
料
金
や
護
持
数
が
智
J

た

一
好
ま
さ
に
拘
ら
ず
こ
れ
塁
打
せ
ね
一
翼
団
窓
辺
り

5詳
細

に

つ

い

一

課

審

議

了

す

る

こ

と

で

あ

る

。

一

八

月

三

・

四

日

一

号

、

震

の

主

め

き

が

雪

す

で

望

星

と

番

号

善

玉

む

一

い

警

に

は

、

g

D

S

A
扱
に

ば
な
り
ま
せ
ん
之
普
及
%
か
ら
笠
て
は
市
役
所
拡
張
へ
詰
合
せ
下
さ
一
こ
の
造
会
に
つ
い
て
は
さ
警
に
童
文
月
一
言
、
四
日
に
は
、
例
年
の
通
り
る
筈
で
す
。
川
面
に
は
不
知
火
事
つ
室
、
か
す
一
事
に
な
り
手
。
即
時
通
話
で
す
か
ら
王
る
事
恕
す
る
と
、
時
警
料
金
が

一
土
を
守
る
た
め
に
み
早
川
民
の
門
さ
ん
が
一
ぃ
。
一
言
通
知
し
た
通
り
喜
一
月
松
山
で
一
川
ま
つ
り
花
火
大
会
が
催
さ
れ
ま
す
。
一
大
洲
は
幸
に
し
て
場
所
に
宿
一
葉
、
県
一
り
火
を
掲
げ
た
鴻
舟
事
り
、
紅
提
灯
そ
の
ま
ま
で
つ
な
が

E
Zす
。
一
わ
か
り
ま
す
。
(
公
室
岡
か
ら
は
ダ

平
先
雲
行
し
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
す
一
記
一
一
一
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
本
市
ト
宵
J

も
一
一
一
一
日
は
中
村
河
原
、
四
日
は
高
河
原
で
一
下
随
一
の
家
事
蕊
佑
火
と
し
て
有
名
に
一
の
屋
形
舟
か
-
h

鶏
の
活
罷
援
り
を
ほ
め
士
一
、
待
時
通
話
の
場
合
(
手
動
即
時
対
一
イ
ヤ
ル
即
時
は
出
来
ま
せ
ん
)

る

も

の

で

あ

旦

手

。

一

一

、

防

火

山

説

者

一

約

五

十

名

参

加

し

た

o
T
一
回
の
こ
の
一
両
日
と
も
午
後
七
時
半
頃
か
ら
、
打
上
一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
打
ち
ょ
げ
る
花
火
一
て
脹
わ
い
ま
す
。
一
地
、
自
動
躍
対
地
を
除
造
語
)
一
松
山
へ
は
、
二
一
秒
で
二
最
(
七
円

一

3
か
り
の
制
度
や
間
設
は
総
て
の
者
-
⑦
防
火
高
語
辞
意
援
と
す
る
一
講
習
会
に
請
で
き
か
っ
号
制
当
者
一
花
火
在
か
け
英
も
最
高
に
設
す
の
一
度
に
、
肱
川
の
一
清
流
に
映
っ
壬
眉
-
当
日
詰
信
満
局
窓
清
一
主
ゆ
一
O
六
番
を
廻
し
ま
す
と
需
の
記
録
一
)
内
子
へ
は
一
分
間
で
一
度
以
(
七
円

一
い
い
け
は
.
リ
ベ
パ
バ
パ
.
2

年
缶
詰
京

un---Ji--ftrum--部
部
事
官
民
事
d
引
釣
れ

ιr.町民
L
が
f芝
記

訴

訟

宰

恥

一

勺

.2L13.の
即
日
本
人
芸
一
係
自
ま
す
か
-
自
分
の
塁
、
番
号
一
)
で
か
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
従
っ
て

三
一
年
間
ア
メ
リ
カ
で
喜
一
言
と
し
一
葉
段
差
霊
祭
は
、
農
村
二
、
一
い
に
員
一
塁
へ
引
き
-Pれ
ま
し
一
言
注
意
っ
て
い
義
々
に
は
一
我
々
の
労
聖
金
は
一
時
間
八
十
五
セ
一
員
キ
ャ
ン
プ
へ
察
室
主
お
で
す
一
、
述
書
聖
を
告
げ
て
申
込
み
ま
す
一
阜
く
続
安
く
て
済
み
ま
す
。
こ
の

一
て
大
川
の
援
要
郎
、
三
言
問
て
一
百
万
対
策
、
て
塁
一
言
の
円
毒
金
一
た
。
我
々
の
習
さ
れ
た
投
書
日
本
一
実
に
苦
し
い
日
々
が
続
い
た
も
の
で
一
ン
ト
か
三
ド
ル
で
し
た
o

一
か
長
著
作
交
が
い
な
く
な
り
、
一
待
時
で
す
か
ら
い
っ
た
ん
重
機
を
か
ダ
イ
ヤ
ル
時
空
宮
、
君
主

o

一
章
、
者
自
日
の
=
一
票
一
言
、
そ
し
て
的
き
つ
ら
米
寝
袋
入
説
得
で
、
三
五
O
エ
ー
カ
ー
の
耕
地
一
号
事
。
こ
の
様
在
雪
半
年
か
一
学
生
存
米
国
の
農
業
員
農
業
白
入
選
努
ま
っ
て
霊
議
案
一
け
て
待
ち
ま
す
。
。
円
と
い
事
は
占
的
円
手
品
せ
ん
。

一
草
さ
れ
て
お
立
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
了
~
必
ず
び
、
ひ
い
芸
、
屋
書
の
為
一
商
警
官
事
選
考
し
さ
量
一
ら
一
年
や
言
れ
、
其
閥
、
皇
居
老
一
だ
と
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
何
ん
一
吉
し
た
が
、
良
い
も
の
が
出
来
な
い
ば
一
三
、
自
動
即
時
の
場
合
(
昔
、
早
一
四
、

υ
S
A
君

一
と
お
期
間
を
了
へ
て
六
月
八
日
一
喜
一
に
役
立
た
し
め
る
と
一
一
言
の
も
と
一
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
よ
り
事
す
る
一
震
の
著
者
逮
は
絶
え
ず
、
我
々
の
一
り
て
の
大
量
で
大
主
義
で
パ
一
か
り
か
、
収
量
が
少
い
為
に
、
米
国
民
一
)
皆
さ
ん
車
道
書
話
番
(
松
一
自
動
即
時
通
話
は
、
加
入
者
詩
ダ

一
な
萌
し
で
筆
奇

2
3
3れ
ま
し
た

τ問
附
さ
れ
た
華
社
誌
で
あ
り
ま
す
一
事
、
約
四
0
マ
イ
ル
の
揖
…
に
号
、
一
望
華
麗
で
個
々
の
短
所
長
一
リ
パ
け
や
る
か
主
去
っ
て
必
す
し
一
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
旦
同
い
震
で
野
菜
一
山
0
8
9
9、
内
1
0
8
9
3
4
)
を
一
イ
ヤ
ル
で
相
手
扇
加
入
者
fど
呼
出
し
、

一
こ
れ
か
お
書
室
長
し
い
一
本
県
よ
主
一
各
、
大
洲
市
青
一
エ
一
言
語
道
票
量
一
十
所
を
見
い
だ
し
て
適
革
、
そ
れ
一
も
塁
昔
、
あ
り
喜
ん
で
し
一
類
を
買
わ
さ
れ
た
苦
い
経
験
義
し
て
ダ
イ
ヤ
ル

k
更
に
相
手
詰
星
通
誌
は
護
料
に
換
算
さ
れ
系
、

一
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
名
、
大
川
出
身
の
接
雅
太
郎
君
、
一
二
度
に
な
る
こ
喜
旬
、
又
、
書
も
一
ぞ
れ
、
つ
ま
み
出
し
て
、
一
つ
の
仕
事
一
弓
一
お
り
ま
す
の
で
、
現
地
人
の
同
宇
治
人
に
一
加
入
者
番
目
喜
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
三
そ
れ
で
は
審
議
い
場
合
、
即
ち
貸

一
三
話
の
忠
い
忠
一
間
君
に
語
一
占
古
来
君
主
主
に
買
付
出
一
警
が
な
へ
お
が
時
々
雪
量
の
一
を
一
人
一
人
に
責
任
毒
せ
て
、
吉
一
室
に
ソ
ロ
パ
ン
片
手
の
完
全
る
対
す
る
差
異
常
に
習
的
で
あ
り
一
換
取
扱
者
の
手
を
溢
て
市
外
通
話
が
出
一
し
素
で
あ
る
と
か
、
壊
さ
つ
し

一
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
雪
率
一
を
何
よ
り
の
き
苦
し
て
一
気
候
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
苦
言
て
呉
れ
る
様
に
成
る
の
で
あ
り
ま
す
企
著
し
た
墨
書
を
や
っ
て
お
り
一
事
。
葉
生
活
三
ヶ
年
の
聞
に
米
国
一
来
ま
す
。
こ
の
喜
官
、
田
部
重
一
て
も
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
苦
な

窓
劃
劃
川
引
tLU一
か
か
る
毒
を
お
互
に
、
双
肩
に
に
な
一
育
い
括
主
話
す
る
事
が
可
能
で
あ
一
ぞ
い
か
な
、
我
々
は
語
会
一
部
に
量
の
望
語
し
て
量
一
事
義
々
は
果
し
て
何
季
語
一
話
(
騒
ダ
イ
ヤ
ル
器
)
と
い
い
、
一
い
場
合
に
語

3法
で
す
。
一

O

一
昭
和
=
平
四
年
五
月
、
道
一
カ
リ
フ
オ
一
っ
て
昭
和
一
ニ
十
四
年
四
月
二
十
八
日
一

q
一
年
中
を
返
し
て
島
は
数
え
一
者
で
す
か
り
、
あ
く
迄
意
地
で
は
、
一
緊
宅
収
穫
す
る
量
金
の
互
た
か
と

-Zに
な
る
と
、
「
完
全
な
一
例
を
あ
げ
る
と
一

Q
還
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と

υ
・

;

一
ル
ニ
ヤ
州
へ
送
り
出
さ
れ
て
か
り
過
去
一
大
洲
駅
よ
り
、
大
勢
の
会
に
一
塁
る
程
し
か
な
え
半
年
陸
市
の
な
い
一
翼
労
働
者
の
立
前
な
の
で
、
白
人
の
一
が
沢
山
い
る
と
思
え
ば
、
作
物
毒
し
る
企
業
的
皇
室
喜
り
ま
し
ょ
松
山
島
、

3
4
5
6番
へ
か
け
亘
台
の
係
戸
空
重
喜
号
、
相
手

:
一
=
一
年
間
、
曲
り
背
に
気
歯
車
一
で
や
れ
よ
、
頑
張
れ
よ
、
と
厚
い
議
時
も
あ
り
ま
し
た
o

一
義
者
が
沢
山
出
来
て
霊
草
場
へ
一
て
次
の
績
を
栽
培
す
る
皇
つ
主
う
。
又
、
精
神
的
に
時
異
国
の
地
に
一
合
一
局
名
、
番
号
を
間
真
喜
毒
成
し

園

時

点

産

致

し

て

き

た

の

で

、

主

主

義

い

て

一

塁

へ

出

発

一

一

於

て

主

盟

主

義

吉

笠

0
8
9
9

・

松

山

市

喜

一

2ま
ま
つ
な
ぐ
言
、

Z

E
P
L、
広
報
を
も
っ
て
堅
議
一
し
た
の
で

tqdr何
時

間

自

一

米

国

農

業

に

三

ヶ

年

従

事

し

て

一

日

一

揺

れ

n
q
H一
日
じ
い
一
一
一
一
一
一
一
一
吋
組
問
サ
一
語
封
印
臼
設
け
説

Fっ
て

習

旦

一

人

否

の

方

々

の

プ

ワ

だ

ら

け

の

手

、

一

九

撃

で

か

げ

り

れ

量

に

膏

ま

す

一

し

ま

す

が

、

三

分

ま

で

は

ダ

イ

ヤ

詰

画

室

怪

奇

襲

一

寄

稿

者

池

田

善

吉

一

顔

て

し

て

あ

の

忠

告

尋

い

依

験

一

毒

性

に

は

百

害

っ

て

松

τを
し
た
と
き
の
三
簡
の
料
金
に
な

一
一
一
名
と
共
に
一
地
理
の

2
4
5晶
一
事
長
め
て
き

4
5
H
A季
語
り
フ
オ
ル
一
一
ヤ
に
止
さ
一

iの
我
々
の
告
に
見
え
一

f
t
H
M
T青
年
一
副
都
合
、

-zi、内

醐
弘
行
総
に
て
講
一
き
に
長
て
、
る
、
苦
労
務
者
の
メ
キ
一
事
長
重
提
言
芝
な
け

2
一
が
慌
て
何
百
マ
イ
ル
語
れ
た
隣
の
州
一
言
力
と
な
っ
一
合
立
っ
て
く
れ
る
こ
一

Vし
日

1

一

圃
ワ
エ
よ
高
ハ
一
シ
コ
人
と
共
に
最
で
望
最
初
は

7
3な
い
の
で
あ
り
ま
す
o
我
々
外
国
一
に
雪
コ
ロ
下
型
り
水
量
っ
て
一
と
で
し
ょ
う
3

一

川

崎

北

川

凶

|

日

崎

は

崎

ド

|

川
ソ
イ
是
て
、
五
一
、

E仰
の
悶
引
き
長
円
妻
、
収
入
労
警
は
反
則
と
し
て
、
誌
を
操
一
の
品
菜
作
業
を
や
る
の
で
あ
り
ま
す
o

一
震
に
、
我
々
一
言
宗
米
の
孫
、
一

三
五
円
響
力
H

一

t
ι
;純正
一
宗
一
ケ
一
作
し
号
工
事
中
高
く
芝
二
引
規
則
正
し
く
来
事
る
の
ド
婦
の
一
又
三
年
の
楽
器
か
と
御
配
富
一
郵
便
貯
金
で
豊
か
な
く
ら
し
を
グ

ザ
オ
ル
ニ
ヤ
州
の
一
月
、
二
百
長
く
の
で

3す
。
一
レ
つ
れ
て
お
リ
、
た
え
す
現
控
室
一
成
長
も
貝
坪
で
あ
り
、
こ
こ
ら
-
皇
一
言
霊
っ
て
室
主
主
長
さ
ん
一

/
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
一
栽
培
す
作
仰
の
極
官
、
一
円
一
、
山
哲
叫
す
が
我
々
へ
の
法
一
号
室
、
し
、
ト
ラ
7
一
の
お
委
阜
の
m
M薬
害
げ
な
く
田
中
一
語
市
芸
誌
の
方
々
、
幸
男
皆
一
郵
便
局
で
は
斉
百
か
ら
七
月
三
十
一
み
(
吉
語
大
切
な
お
告
さ
り
に
大

口
一
浩
へ
到
着
L
、
一
、
基
怒
、
セ
ロ
リ
l
、
レ
タ
ス
、
一
タ
l
に
で
主
っ
て
仕
事
亡
し
て
い
る
一
ね
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
思
等
主
一
警
に
失
望
話
会
主
、
宝
一
百
ま
で
全
国
間
に
「
宗
な
く
ら
し
一
さ
く
受
に
み
け
ら
宍
ご
毒
草

寺
の
臼
か
-
果
関
一
キ
ュ
ウ
リ
、
四
コ
げ
カ
ボ
ヂ
ャ
、
ピ
!
?
一
レ
一
、
告
主
は
も
こ
よ
り
本
人
島
民
一
価
で
号
、
技
術
首
長
三
重
の
一
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
出
し
ト
す
と
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
運
動
」
を
実
施
い
一
定
す
る
た
め
の
覇
で
す
。

U
L
一
住
民
と
し
て
、
/
考
古
手
。
一
目
き
を
さ
れ
る
の
で
あ
り
三
九
一
言
が
問
の
民
科
大
学
に
た
之
ず
連
一
手
で
み
り
ま
す
。
一
た
し
て
お
リ
ま
す
。
、
て
ハ
月
七
月
は
待
望
の
ボ
ー
ナ
ス
の
時

予
告
書
立
つ
一

3よ
り

z
g、
カ
リ
フ
オ
一
で
た
は
室
宮
本
八
日
三
に
で
日
官
庁
常
に
新
し
い
需
を
替
の
一
同
和
一
一
一
十
七
年
六
月
一
長
刊
誌
弓
諸
説
一
開
設
初
日
経
間
一
一

円
~
の
で
あ
り
ま
す
一
ル
ニ
ヤ
山
悦
け
つ
み
な
大
目
下
で
す
る
誌
の
広
さ
と
主
主
語
つ
一
中
に
と
り
入
れ
て
い
主
で
あ
り
手
一
審
池
田
書
一
な
、
型
の
甘
い
し
か
も
蓄
や
語
一
ぜ
ひ
侵
害
若
者
え
下
さ
い
。

雌
市
出
山
崎
一
州
で
あ
れ
ば
足
首
長
い
て
は
、
一
て
お
り
、
で
す
か

-2い
賃

金

を

芝

一

袋

署

要

実

呈

に

重

唱

し

て

の

上

乃

下

り

に

左

右

さ

れ

な

い

安

定

し

了

郵

便

貯

金

量

訟

で

ら

し

M

摘が主ばい礼拝」ーも
14
一
午
後
の
五
、
六
時
国
一
泊
阪
も
よ
げ
ず
に
一
っ
て
現
地
人
を
し
汚
う
よ
り
は
、
自
庶
民
は
一
い
る
の
は
フ
ロ
リ
ダ
州
ア
リ
ゾ
ナ
州
カ
た
利
殖
の
楽
し
め
る
貯
会
で
ご
ざ
い
ま

ι
玄
る
内
凶
ヌ
へ
間
同
一
二
十
人
、
一
ニ
十
人
と
一
十
一
一
つ
入
品
予
ニ
沼
-
令
で
良
て
例
く
日
本
人
に
良
い
仕
事
を
一
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
州
の
三
州
で
あ
り
約
二
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
こ
の
運
動
は
、

U

騒
い
い
た

(2) 昭和37年7月10日ずおお宰艮号

大
桝
郵
便
局

6 7 第

一
一
一
七
日
三
善
三
者
浮
純
所

一
、
護
健
康
診
断
の
一
二
九
日
八
重
ス
委
書

実
施
一
一
一
二
日
上
須
戒
上
覆
成
。

七
月
青
一
以
上
い
ず
れ
も
午
後
九
時
よ
長
施

回
処
ハ
凸
民
館
一
一
い
た
し
ま
す
。

四

日

一

「

フ

イ

ラ

リ

ヤ

病

」

と

は

興
喜
一
日
本
で
は
あ
ま
り
智
れ
て
い
な
い

吾
H

一
病
気
で
す
が
、
約
百
万
人
の
人
が
こ
の

前
久
米
公
民
館
一
雲
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

六
日
一
ま
す
。
俗
に
「
く
さ
さ
い
」
な
ど
と

市
久
米
連
携
一
い
っ
て

Y
7り
ヤ
の
警
詩
史
り

十
白
一
尿
が
に
ご
っ
て
血
の
ま
じ
る
「
乳
び

大
竹
保
育
所
一
尿
」
に
な
っ
た
り
、
象
の
皮
の
傑
に
か

十
一
日
字
山
保
育
所
た
く
ふ
く
れ
て
「
骨
量
病
」
に
青
丞

十

二

日

程

m息
箇
所
一
す
。
売
約
し
て
似
栂
侶
し
象
皮
病
蔭
の

十
一
言
軒
目
京
学
校
一
う
水
陸
な
と
に
若
と
，
現
代
の
医
学

士
ハ
日
連
蓄
量
一
で
は
治
虫
ま
せ
ん
1

十
七
自
蔵
川
公
民
館
一
発
強
聞
に
発
見
し
て
治
療
を
す
れ
ば

十
八
日
大
成
公
民
館
一
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
一
治
る
病
気
で
す
か

十
九
日
保
乎
安
田
分
校
一

-q
予
防
集
団
検
診
を
必
ず
砂
つ
け
て
下

二
十
日
草
野
公
荘
一
さ
い
。

三
十
日
平
小
学
校
一
三
、
成
人
病
一
せ
い
検
滋

八

月

六

日

久

米

護

一

七

月

十

日

妻

幼

稚

園

一

一

七

日

喜

多

小

学

校

」

十

一

日

久

米

小

学

校

八

日

全

一

十

二

日

平

小

学

校

九

百

大

洲

公

会

堂

一

十

六

日

太

洲

公

会

堂

十

日

全

一

十

七

日

前

久

米

遂

鐙

前

二
十
日
八
多
浮
公
民
館
一
十
七
日
上
賓
戒
診
療
所

貫
+
一
言
一
上
褒
戒
公
民
話
一
一
一
十
日
爽
A

公
民
話

二
、
フ
ゴ
フ
リ
ヤ
病
予
防
集
団
検
診
一
一
一
六
日
蔵
川

H

月
日
地
区
検
診
場
所
一
一
一
-
十
日
大
成

w

七
月
四
日
京
町
大
洲
公
会
堂
一
い
づ
れ
も
午
后
一
時
よ
り
三
時
ま
で

六
日
徳
殺
平
小
学
校
一
で
す
。

円
九
日
田
ノ
口
回
ノ
口
集
積
所
一
回
、
日
本
脳
炎
予
防
団
問
題

十
一
日
阿
政
久
米
小
学
校
一
援
組
期
日
七
月
中
旬

二
七
日
菅
田
菅
回
連
経
附
一
接
種
料
初
回
免
疫
i
一ニ
O
円

八

月

六

日

平

野

平

野

連

総

附

一

追

加

免

疫

・
2

十
五
円

八
日
南
久
米
南
久
米
H

一
@
日
本
脳
炎
の
4

予
防
持
続
を
除
い
て
い

二
十
日
大
川
大
成
公
民
館
一
づ
れ
も
内
料
で
行
い
ま
す
。

一
一
一
一
日
柳
沢
柳
沢

H

一
今
年
の
以
も
米
中
、
一
元
気
で
過
し
ま

二
四
日
新
谷
爽
合

w

-

t

王、つ。

|保険衛生課よりおしらせ|
四
国
電
力
大
洲
管
業
所
が

移
転
し
ま
し
た

大
洲
は
柄
引
所

(
億
五
ニ
岳
)

か
ね
て
新
築
工
事
巾
で
あ
り
ま
し
た
一

当
社
股
が
お
院
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の
一

ほ
ど
設
工
し
、
去
る
六
月
二
十
百
よ
一
子
供
を
線
路
で

品

道

路

(

部

巾

話

語

)

の

国

鉄

一

遊

ば

せ

ま

い

大
洲
自
動
車
区
の
東
側
へ
移
転
し
ま
し
一

た

-

一

一

、

子

供

さ

ん

宇

線

路

内

で

遊

ば

せ

合
医
と
も
よ
ろ
し
〈
お
引
立
の
ほ
ど
一
な
い
よ
ろ
に
し
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
一
二
、
線
路
や
一
鉄
橋
を
通
行
し
な
い
よ

宅
九
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
お
気
軽
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

に
当
一
併
を
ご
利
川
い
た
だ
き
ま
す
事
つ
一
一
ニ
、
断
切
迫
さ
は
一
回
一
止
ま
っ
て
友

あ
わ
せ
て
お
願
い
申
し
ま
す
。
一
右
を
よ
く
見
て
か
ら
辿
る
よ
う
に
し
て

四
国
篭
力
株
式
会
社
く
だ
さ
い
。


